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霊長類の動脈系の研究は,ヒトの動脈系を理解
するために重要であり.各種霊長矧 こ見られる原
始的な形態がヒトの破格として観察されることも
よく知られている｡我々は,このような系統発生
学的奴点から,立体造形法を中心にして霊長琉各
分類群の動物系の解析を行っている｡今年度はこ
れまでの観察に加えて,とくに霊長類の中硬膜動
脈について知見をまとめた.霊長類の中硬膜動脈
は内頚動脈系のアブミ骨動脈 ･眼動脈と外頚動脈
系の顎動脈･浅側頭動脈から供給され,各動脈の
発達程度により6型を認めた｡Ⅰ型 :アブミ骨動
脈が存在し中硬膜枝は同動脈より分枝する型で原
拾キツネザル科に認めた.旦三塁 :眼動脈からの
硬膜枝が良く発達している型で原猿類ロリス科に
認めた｡Ⅱb型 :浅瓜懐 動脈と眼動脈からの硬膜
枝が存在する型で真猿広鼻猿のマ-モセット科に
認めた｡以上の型では顎動脈からの中硬膜動脈 (-
MMA)は認められない｡Ⅲ型 :良く発達した眼
動脈からの硬膜枝と発達の悪いMMAが存在する
型で狭鼻猿クロザル,シルバールトン.ゴリラに
認めた｡Ⅳ型 :眼動脈からの硬膜枝とMMAが同
程度に発達している型で狭界独マカッタ属に認め
た｡V型 :眼動脈からの硬膜枝は発達が悪くMM
Aの発達が良い型で狭舟はドグエラヒヒに認めた.
Ⅵ型:MMAが主となっている型で狭見放ゴリラ
に認めた｡ヒトの中硬膜動脈は顎動脈から分枝す
る型.眼動脈から分枝する型,内頚動脈から分枝
する型が知られており,特に眼動脈からの硬膜枝
の発達度と関連し種々の変異か知られているが,
それら変異は全て上記の6型に含まれる｡ヒトの
MMAの前頭枝は本来,Ⅱ～Ⅳ型に認められる眼
動脈の硬膜枝がMMAに組み込まれたものと考え
られる｡Ⅱb型で認められた浅側頭動脈からの硬
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